
全
港
湾

全
港
湾
第
94
回
定
期
全
国
大

会
を
愛
知
県
豊
橋
市
シ
ー
パ
レ

ス
リ
ゾ
ー
ト
に
お
い
て
9
月
14

日
〜
15
日
の
二
日
間
の
日
程
で

開
催
し
た
。

全
国
か
ら
大
会
代
議
員
87

名
、
中
央
本
部
役
員
19
名
、
特

別
代
議
員
61
名
、
傍
聴
（
会
場

係
）
4
名
を
含
め
1
7
1
名
が

出
席
し
議
長
団
は
城
光
茂
（
日

本
海
）
丸
山
義
宏
（
関
東
）
が

務
め
た
。

鈴
木
誠
一
中
央
執
行
委
員
長

は
挨
拶
で
「
資
源
の
無
い
、
食

料
自
給
率
の
低
い
島
国
日
本
に

お
い
て
輸
出
入
貨
物
の
99
・
6

％
が
港
湾
で
扱
わ
れ
ま
す
。
港

湾
労
働
者
は
5
万
1
千
余
名
で

す
。
1
億
2
千
万
の
国
民
生
活

を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど

の
基
幹
産
業
に
誇
り
思
っ
て
従

事
す
る
全
港
湾
と
す
べ
て
の
港

湾
労
働
者
、
物
流
労
働
者
に
そ

れ
に
見
合
う
対
価
は
支
払
わ
れ

て
い
な
い
。
我
々
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
為
の
『
要
求
』
は
そ

の
ま
ま
国
民
の
要
求
で
あ
り
、

生
き
や
す
さ
と
な
る
と
確
信
と

自
信
を
持
ち
ま
す
。
た
た
か
わ

な
け
れ
ば
勝
ち
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
全
港
湾
の

団
結
を
見
せ
つ
け
る
と
き
で

す
」
と
述
べ
、
全
港
湾
が
先
頭

に
立
っ
て
運
動
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
か
け
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
の
全
国
港
湾

玉
田
雅
也
書
記
長
よ
り
力
強
い

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

中
央
本
部
提
出
議
案
に
つ
い

て
「
中
央
本
部
（
案
）
」
を
支

持
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
が
相

継
ぎ
代
議
員
・
特
別
代
議
員
延

べ
35
名
か
ら
意
見
・
質
問
・
提

案
を
受
け
た
。
提
案
さ
れ
た
6

つ
の
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ

れ
、
運
動
に
邁
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
を
採
択

し
、
委
員
長
・
鈴
木
誠
一
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ

た
。

日
港
労
連

日
本
港
湾
労
働
組
合
連
合
会

は
、9
月
13
日
〜
14
日
に
掛
け
、

第
71
回
定
期
大
会
を
北
海
道

「
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
キ
ャ
ビ
ン

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
函
館
」
に
於
い

て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、「
全
国
港
湾
・
真

島
勝
重
中
央
執
行
委
員
長
」
、

「
港
労
研
・
糸
谷
欽
一
郎
室
長
」

並
び
に
、
「
港
荷
労
協
・
足
立

賢
次
副
議
長
」
を
、
お
招
き
し

て
産
別
運
動
と
団
結
の
決
意
に

つ
い
て
、
貴
重
な
ご
挨
拶
を
頂

い
た
。

2
0
2
3
年
度
運
動
方
針
案

で
は
、
港
湾
荷
役
・
関
連
部
門

・
検
査
部
門
を
踏
ま
え
専
業
・

現
業
労
働
者
の
地
位
向
上
・
職

域
の
確
保
・
安
全
問
題
な
ど
多

岐
に
亘
る
運
動
方
針
案
が
満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
か
ら

は
、
「
組
合
員
を
取
り
巻
く
情

勢
は
雇
用
と
職
域
な
ど
の
問
題

が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
変
わ
ら
ぬ
仲
間
の
団
結
の

力
を
借
り
、
日
港
労
連
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
行
き

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
大
会
宣
言
案
に
於
い
て
も
採

択
さ
れ
、
最
後
に
、
竹
内
中
央

執
行
委
員
長
の
旗
の
下
、
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
で
組
織
の
団
結
と

拘
束
力
の
意
思
を
固
め
、
第
71

回
定
期
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

検
数
労
連

9
月
7
日
か
ら
8
日
7
に
か

け
て
、
横
浜
波
止
場
会
館
大
ホ

ー
ル
で
第
55
回
検
数
労
連
定
期

全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
期
大
会
は
全
国
検
数
労

連
結
成
50
周
年
と
い
う
節
目
の

大
会
で
あ
り
、
激
励
の
あ
い
さ

つ
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
全
国
港

湾
玉
田
書
記
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
共
闘
関
係
労
組
か
ら
た
く

さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し

た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。22

年
度
の
経
過
と
総
括
で

は
、
昨
年
度
の
大
会
以
降
、
我

々
を
取
り
巻
く
環
境
は
異
常
な

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
を
直
撃
す

る
中
で
、
家
計
や
将
来
不
安
に

加
え
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
生
活

不
安
が
あ
る
中
で
『
も
っ
と
前

進
！
も
っ
と
見
え
る
か
！
さ
ら

な
る
日
常
活
動
の
実
践
で
組
織

力
の
強
化
を
』
の
方
針
を
構
築

し
、
年
間
を
通
し
て
運
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

22
冬
季
一
時
金
・
23
春
闘
・

23
夏
季
一
時
金
の
経
済
闘
争
で

は
前
年
度
比
を
上
回
る
成
果
を

出
し
ま
し
た
。

23
年
度
運
動
方
針
で
は
、
日

常
生
活
を
通
し
て
組
合
員
の
生

活
と
暮
ら
し
を
い
か
に
守
り
、

要
求
を
前
進
さ
せ
て
い
く
か
が

問
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
中
央
・
各
地
域
が
連
携
を
図

り
な
が
ら
『
雇
用
と
職
域
の
維

持
・
拡
大
』『
安
定
し
た
生
活
の

維
持
、
機
材
要
求
の
前
進
』『
日

常
活
動
の
活
性
化
と
次
世
代
育

成
の
前
進
』『
暮
ら
し
と
雇
用
、

平
和
を
守
る
運
動
の
展
開
』
を

基
調
と
し
た
運
動
を
図
っ
て
い

き
、
検
数
労
連
の
運
動
方
針
で

あ
る
『
仕
事
と
収
入
の
確
保
』

運
動
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ

せ
、
労
働
環
境
整
備
に
向
け
た

原
資
確
保
と
料
金
収
受
を
中
央

・
地
域
で
連
携
を
図
り
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

検
定
労
連

検
定
労
連
第
51
回
定
期
大
会

は
、
9
月
26
日
（
火
）
か
ら
28

日（
木
）に
か
け
て
、
総
数
35
名

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
冒
頭
、
今
年
5
月
ご

逝
去
さ
れ
た
渡
邊
顧
問
を
偲

び
、
黙
祷
が
奉
げ
ら
れ
た
。

大
会
は
、
開
会
挨
拶
及
び
資

格
審
査
の
後
、
議
長
に
宮
崎
代

議
員
（
海
事
職
組
）
、
元
（
は
じ

め
）
代
議
員
（
シ
ン
ケ
ン
労
組
）

と
各
大
会
役
職
員
を
確
認
し
、

全
国
港
湾
真
島
委
員
長
の
激
励

の
挨
拶
を
頂
き
、
中
央
執
行
委

員
会
提
出
議
案
、
決
算
お
よ
び

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

中
央
執
行
部
体
制
は
、
中
央

書
記
次
長
と
中
央
執
行
委
員
の

2
名
が
交
代
と
な
り
、
23
年
度

の
運
動
方
針
を
執
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
「
港
湾
産
別
運
動

の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
全
国
の
港
湾
労
働
者

を
は
じ
め
と
し
た
全
て
の
労
働

者
と
連
携
し
、
と
も
に
闘
う
こ

と
を
決
意
す
る
」
大
会
宣
言
を

採
択
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
沢
山

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
港
労
組

大
阪
港
湾
労
働
組
合
は
10
月

6
日
、
大
阪
港
湾
労
働
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第
71
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

体
制
で
開
催
。
執
行
部
・
代
議

員
を
含
め
1
0
9
名
参
加
の
も

と
、
議
長
に
、
大
津
代
議
員

（
大
港
支
部
）
盛
田
代
議
員

（
大
阪
荷
役
支
部
）
を
選
出
し

議
事
進
行
を
行
っ
た
。

全
国
港
湾
玉
田
書
記
長
を
は

じ
め
全
港
湾
関
西
地
方
本
部
畠

山
執
行
委
員
長
、
大
港
労
協
か

ら
住
本
副
議
長
、
三
宅
事
務
局

長
、
渡
辺
事
務
局
次
長
に
来
賓

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
関
係
団

体
か
ら
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。

執
行
部
提
出
議
案
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
収
支
決
算
、
会

計
監
査
報
告
お
よ
び
一
般
会
計

収
支
予
算
、
役
員
選
出
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
を
審

議
し
、
全
て
の
議
事
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

役
員
選
出
で
は
、
21
年
間
と

い
う
長
き
に
わ
た
り
当
組
合
の

書
記
長
を
務
め
た
佐
藤
文
昭
氏

が
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
は
、
小
嶋
執
行
委
員
長

の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締
め
く

く
っ
た
。

全
倉
運

全
倉
運
は
9
月
11
日
（
月
）

〜
12
日
（
火
）
に
か
け
て
、
愛

知
県
豊
橋
市
の
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
で
第
78
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
総
数
75
名
が
参
加
、

議
長
団
に
三
菱
倉
庫
労
組
の
前

田
代
議
員
と
澁
澤
倉
庫
労
組
の

中
谷
代
議
員
を
選
出
し
た
。

挨
拶
に
た
っ
た
山
本
晃
弘
委

員
長
は
「
昨
年
は
、
賃
上
げ
・

一
時
金
引
き
上
げ
の
取
り
組
み

な
ど
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
た

も
の
の
、
終
わ
り
の
見
え
な
い

物
価
上
昇
や
増
税
が
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
現
状
か

ら
、
継
続
的
な
賃
上
げ
や
労
働

条
件
改
善
な
ど
、
す
べ
て
の
単

組
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
全
国
港
湾

玉
田
雅
也
書
記
長
は
「
荷
主
・

利
用
者
に
対
し
、
労
働
者
に
利

益
を
還
元
し
な
さ
い
と
の
運
動

を
通
じ
て
、
倉
庫
・
港
湾
業
を
、

若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
業
界
に

し
て
い
く
」
と
し
て
、
組
合
員

が
連
帯
し
て
産
別
運
動
を
作
り

上
げ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

そ
の
後
、
年
間
の
活
動
経
過

を
報
告
、
新
年
度
の
運
動
方
針

な
ど
を
審
議
、
採
択
し
た
。
新

年
度
の
役
員
選
挙
で
は
、
新
た

に
石
田
壮
一
・
中
央
執
行
委
員

長
（
住
友
倉
庫
労
組
）
を
選
出

す
る
な
ど
新
役
員
候
補
者
全
員

が
信
任
を
受
け
、
新
年
度
執
行

部
の
体
制
を
固
め
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
石
田
中

央
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で

は
ハ
リ
ウ
ッ
ド

俳
優
や
脚
本
家

に
よ
る
ス
ト
ラ

イ
キ
が
続
い
て

い
る
。
大
学
や

自
治
体
職
員
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
従
業
員

な
ど
、
賃
上
げ
や
待
遇
改
善
を

求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
も
相
次
い

で
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
さ

ぞ
や
困
っ
て
い
る
の
か
と
い
え

ば
、そ
う
で
は
な
い
▼『
労
働
者

が
労
組
を
結
成
し
、
声
を
上
げ

る
こ
と
が
不
平
等
を
減
ら
し
米

国
経
済
の
成
長
に
つ
な
が
る
』

そ
う
力
説
す
る
調
査
報
告
書
を

米
財
務
省
が
発
表
し
た
の
だ
。

ま
た
、
労
組
に
よ
る
待
遇
改
善

が
行
わ
れ
る
と
、
組
合
の
無
い

他
企
業
で
も
待
遇
改
善
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
『
波
及
効
果
』
が

あ
る
と
も
指
摘
。
さ
ら
に
人
種

や
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
縮
小

な
ど
平
等
を
推
進
す
る
役
割
を

果
た
す
と
述
べ
て
い
る
▼
そ
の

う
え
で
、
報
告
書
は
『
労
働
組

合
は
中
間
層
へ
の
影
響
だ
け
で

な
く
、
経
済
全
体
の
成
長
に
貢

献
す
る
。
不
平
等
を
減
ら
し
、

長
期
的
な
経
済
成
長
と
回
復
力

を
支
え
る
』
と
評
価
す
る
見
解

を
示
し
た
▼
ア
メ
リ
カ
で
は
イ

ン
フ
レ
が
進
む
中
、
ス
ト
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
労
働
者
が
声

を
上
げ
て
い
る
。一
方
、日
本
の

『
官
製
春
闘
』
で
は
、
賃
上
げ

は
一
部
の
大
手
企
業
に
と
ど
ま

り
、
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
大
き
な
う
ね
り
と
す
る

に
は
、労
働
者
が
声
を
上
げ
、労

働
組
合
を
強
く
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
財
務
省

報
告
の
提
起
は
日
本
社
会
に
と

っ
て
も
有
効
で
は
な
い
か
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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